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１．はじめに

近年、子どもたちの遊びには、テレビゲームなどの

仮想的なものが増加してきている。一方、手や体を使っ

た体験活動が減少しており、そこから由来する発達の

ゆがみが指摘されている1）。そのため、技術・職業教

育に関する条約（平成4年）や、ものづくり基盤技術

振興基本法（平成11年）、中央教育審議会「答申」

（平成20年）等において、小学校でのものづくり教育

の重要性が言及されている。

小学校でのものづくり教育を担う教科として、図画

工作科がある。本教科では、児童にとって身近な素材

を用いた造形活動（造形遊び）を通して、「つくりだ

す喜びを味わうようにするとともに、造形的な創造活

動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う。」こと

を目的としている2）。子どもにとっての身近な素材と

して、土や砂・粘土、木切れ、紙などが挙げられてい

るがセメントは示されていない。現代社会においてビ

ルや家屋、橋梁などの建造物の素材としてセメントは

広く活用されている。子どもたちにとって身近な建造

物である校舎については、約65％のものがセメント

で作られている3）。このように、セメントは今日の社

会において必要不可欠な素材であり、子どもにとって

も身近なものであることから、セメントを素材とした

ものづくり教育を行うことは大変意義があると考える。

しかし、小・中学校の教科書4）にはセメントを素材と

したものづくりの授業実践は記載されていない。この

ような現状から、今後より良いものづくり教育を展開

するためには、素材としてのセメントの可能性を早急

に検討する必要があると考える。

本研究では、セメントを素材としたものづくり教育

の有効性を検討することを目的として、小学校図画工

作科におけるセメントを素材とした題材を開発し、そ

の有効性をものづくり教室での実践を通して検証する。

２．題材開発の方法

小学校図画工作科でのセメントを素材とした題材を
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本研究では、セメントを素材としたものづくり教育の有効性を検討することを目的として、小学校図画工作

科での教育実践を念頭に題材を開発し、実際にそれを用いたものづくり教室を開催して、その教育的効果を各

種アンケート調査を基に検証した。
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開発するために、以下示す3つのことを検討する。

① 素材としてのセメントの検討

② 学習指導要領の検討

③ 既往の研究の検討

次に、これらの検討結果を基にして、図画工作科で

の実習教材を提案し、単位時間（45分）の学習過程

を構築する。

最後に、科学の祭典でのものづくり教室において、開

発した題材の有効性をアンケート調査により検証する。

３．開発する題材の検討

３.１ 素材としてのセメントの検討

セメントの歴史は古く、約9,000年前の新石器時代

において、セメントに似た物が発見されている。現在

使われているポルトランドセメントは、18世紀の産

業革命の時代に、イギリスで発明されたものである。

建築物や橋梁、ダムのような構造物を作る素材は、大

きく2種類に分けることができる。一つは、木材や鉄

材のようなもので、引張や圧縮、曲げの力に強いが、

火に対して非常に弱く、燃えたり、腐ったり、溶けた

りする材料である。もう一つは、石材やレンガのよう

なもので、圧縮には強いが引張には弱く、工作もしに

くいが、火に対しては非常に強く、さびたり、腐った

りしない材料である。この両者の長所を併せた物が、

セメントと砂、砂利それに鉄を併用した鉄筋コンクリー

トである。このことにより、セメントを用いた構造物

が近年でますます増えてきている5）。

また、セメントは構造物の材料としてだけではなく、

寒水石を混ぜることで大理石の感じを醸し出したり、

着色によって様々な美しい工芸を創りだしたりして装

飾にも使われている。近年では、他産業から発生する

廃棄物をセメントの原料や製品の一部として幅広く利

用し、循環型社会の構築に大きな役割を果たしている。

このようなセメントには様々な種類があり、普通の

セメントが7日かかる硬さに、2～3時間でなる超速

硬セメントや循環型社会の構築に大きな役割を果たし

ているエコセメント、歯の治療に使われる歯科セメン

ト、着色できる白色ポルトランドセメント、原子力発

電所や医療用照射室などから発生するX線、γ線と

いったエネルギーの高い放射線を遮蔽する目的で製造

される遮蔽用セメントなどが開発されている。

以上のように、セメントが今日の社会において広く

使用されていることや、様々な用途のセメントがある

ことなどを授業で取り上げることで、子どもたちにセ

メントを素材としたものづくりに関心をもたせること

ができると考える。さらには、セメントを用いたもの

づくりを通して、自分たちの社会における様々な技術

に関心をもつことも期待できる。

次に、ものづくり教育にセメントを素材として用い

ることのメリットとデメリットについて検討した。そ

れぞれについて以下に示す。

【メリット】

① 水と混ぜて型に流し込むだけで成形できるため、

子どもにとっても加工が容易である。

② 丈夫な作品を製作できるため、長い期間使用する

ことができる。

③ 型に流し込んで製作するという造形活動は、粘土

などとは異なった想像力を育成することができる。

④ 針金などの従来の素材と融合させることで、これ

まで以上に創造性豊かなものづくりを行うことがで

きる。

⑤ 型枠を1つ作成すれば、同じ形のものを複数作る

ことができる。

【デメリット】

① 粉末のため吸引する恐れがある。

② 化学反応中は弱アルカリ性のため取扱いに注意を

要する。

③ 固まるのに時間がかかる。

これらのメリット、デメリットについては、メリッ

トは最大限に教材に生かし、デメリットは様々な対応

を考えることで最小限にする必要がある。このことに

より、セメントを素材としたものづくり教育が可能に

なると考える。

３.２ 学習指導要領の検討

小学校学習指導要領解説図画工作編6）の「A表現」

の領域における造形活動には、大きく二つの活動があ

る。一つは取り扱う材料の特徴から行うもの（造形遊

び）と、もう一つは目的や主題を持ち用途を考えなが

ら行うものである。どちらにおいても、これらの活動

を通して『基礎的な能力』（発想や構想の能力、創造

的な技能）を高めることが求められている。これらの

活動に用いる素材としては新聞紙や段ボール、木材、

針金など身近な物が挙げられているが、セメントにつ

いては一切示されていない。はじめにでも述べたよう

に、セメントは子どもにとっても身近な素材であり、

これまで用いられた素材と異なる特徴（例えば、水を

加えると固まることや丈夫な構造体を作れること 等）

を多く有している。これらのことにより、図画工作科

における造形活動においてセメントを素材として用い

ることで、より良く『基礎的な能力』を高めることが

できると考える。
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中学校技術・家庭科においては、昭和26年の本教

科の前身である職業・家庭科の学習指導要領7）に「セ

メント工」という小項目が存在した。当時は学校教育

において啓発的な教育内容でないという理由からあま

り行われず、それ以降の学習指導要領には「セメント

工」についての記述が見られなくなった。現学習指導

要領における「材料と加工に関する技術」での指導項

目には、①生活や産業の中で利用されている技術、②

材料と加工法、③材料と加工に関する技術を利用した

製作品の設計・製作が示されており、セメントの特徴

や社会での役割を考えると、セメントを素材とした題

材はこれらのことを学習するのに適していると考える。

３.３ 既往の研究の検討

澤本らの研究8）では、身近な材料を使用することで、

ものづくりに対する興味を引き起こすことができると

述べられている。実際に、身近な材料として建設材料

であるコンクリートを取り上げ、ものづくり講座を実

践している。この実践は、ものを作る楽しさの観点で

検討されているが、造形活動での『基礎的な能力』

（発想や構想、創造的な技能）の観点では行われてい

ない。図画工作科での題材を開発するためには、この

観点で実習教材を見直し、学習過程等を検討する必要

がある。

辻 9）は、昭和10年代後半から20年代前半にかけて、

小学校の手工または手芸の教科書にセメントを用いた

教材の記載があったが、作業が複雑で、固まるのに時

間がかかることから、あまり行われることがなかった

としている。そのため、実際に行ったものづくり講座

では、作業時間を短縮させるために超速乾セメントを

用い、さらに電子レンジを用いセメントの水和反応を

活発にさせる方法を実践している。本研究において開

発しようとしている題材も単位時間での授業（45分）

を想定しており、授業時間内で作業を終えることがで

きるように、使用するセメントや手順について検討す

る必要がある。また、セメントの素材としての可能性

について、生活に密着したものであり、その体験がそ

の後の想像力と思考力の展開に繋がることから、低年

齢層の子どもの教育に適しているとも述べている。

４．図画工作科での実習教材の提案と学習

過程の構築

ここでは、図画工作科の学習指導要領における各学

年での「A表現」の内容を検討した後、それに適し

た実習教材を提案し、それを用いた単位時間での授業

（45分）の学習過程を構築する。

４.１ 第1・2学年での題材の提案

小学校図画工作科の第1・2学年におけるセメント

を用いた実習教材では、本教科・該当学年の学習指導

要領における「A表現」（1）の内容を学習すること

を前提として提案する。その内容を以下に示す。

【1・2学年「A表現」】10）

（1）材料を基にした造形遊びをする活動を通して次の

事項を指導する。

ア 身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に

思い付いてつくること。

イ 感覚や気持ちを生かしながら楽しくつくること。

ウ 並べたり、つないだり、積んだりするなど体全

体をはたらかせてつくること。

ほとんどの児童が素材としてのセメントに初めて触

れると考えられることから、ここでは造形遊びをする

活動が有効であると考える。作る過程では、今までに

使用したことがない、素材としてのセメントに興味・

関心を示すと共に、手触りなどの感覚から新たな発想

を生み出し、楽しんで活動を行える。また、セメント

と水を混ぜ合わせたり、型に流し込んだりする活動に

より、これまでにない材料との一体感を体験できると

考える。

これらのことから、本研究では第1・2学年用実習

教材として『セメント磁石』（図1）を提案する。

この教材は、セメントを固める際に磁石を埋め込む

もので、冷蔵庫などにメモを貼る際に使用できる。白

色セメントを用いることで、硬化後はその表面に自由

に絵の具で色を塗ることができ、図画工作科で求めら

れる『基礎的な能力』を習得することが可能である。

この教材を用いた単位時間での学習指導案を、表1に

示す。

セメントを素材としたものづくり教育での題材の開発
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図1 第1・2学年用実習教材『セメント磁石』の外観



なお、セメントを用いた実習教材での学習の基本の

流れは、【型枠の選択（作成）】→【セメントの配合・

撹拌】→【型枠へのセメントの流し込み】→【養生】

→【型枠の取り外し】→【仕上げ】である。

４.２ 第3・4学年での題材の提案

小学校図画工作科の第3・4学年におけるセメント

を用いた実習教材では、本教科・該当学年の学習指導

要領における「A表現」（2）の内容を学習すること

を前提として提案する。その内容を以下に示す。

【3・4学年「表現」】11）

（2）感じたこと、想像したこと、見たことを絵や立体、

工作に表す活動を通して、次の事項を指導する。

ア 感じたこと、想像したこと、見たことから、表

したいことを見付けて表すこと。

イ 表したいことや用途などを考えながら、形や色、

材料などを生かし、計画を立てるなどして表すこと。

ウ 表したいことに合わせて、材料や用具の特徴を

生かして使うとともに、表し方を考えて表すこと。

この学年では、目的や主題を持ち、用途を考えがら

の計画的なものづくりが適していると考える。具体的

には、身近で実用性のある物をセメントを用いて製作

していく。その際、児童の発想に基づいて自由に形が

作れるように、セメントを流し込む型枠を粘土で作成

する。この過程で、児童は様々な形の型枠を作りなが

ら考えていくことができる。さらに、セメントが固まっ

た後、絵の具で色を塗る活動では、配色や配合を工夫

したりすることもできる。以上のように、この実習教

材を用いることにより、図画工作科で求められている

『基礎的な能力』を習得することができる。

これらのことから、本研究での第3・4学年用実習

教材として『ペーパーウェイト』（図2）を提案する。

この実習教材は、セメントを用いることで得られる

材料としての丈夫さと重量感を生かしたものである。

紙への型枠の下書きから、粘土での型枠の作成、色塗

りと実際に作りながら児童は自分の考えや思いを形に

していくことができる。その過程で、児童の創造性を

高めることが期待できる。この教材を用いた単位時間

での学習指導案を、表2に示す。

魚住 明生・中村 友紀
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表1 第1・2学年用実習教材『セメント磁石』を用い

た単位時間での学習指導案

【準備物】セメント、アクリル絵の具、ニス、ヤスリ、型枠、

油、筆、実物見本、作業箱、ホワイトボード

【学習過程（45分）】

学 習 活 動 時間 指導者の働きかけと留意点

1．本時の学習を

知る。

2．たくさんある

型枠から一つを

選ぶ。

3．内側に油を塗

る。

4．袋にセメント

と水を入れ、混

ぜる。

5．流し込んだら、

型を軽くたたい

たりして中の泡

を取り除く。

6．磁石をセメン

トに入れ、固ま

るまで 15分ほ

ど待つ。

7．型から取り外

す。

8．やすりがけを

行い、色を塗る。

9．ニスを塗る。

10．ホワイトボー

ドに貼り、作品

を鑑賞する。

2分

3分

3分

4分

3分

15分

2分

5分

3分

5分

・簡単に製作の流れを実物

を見せながら説明する。

・セメントを流し込むための

型枠の特徴を紹介し、そ

の中から一つを選ばせる。

・油を塗ることで取り外し

が容易になることを伝え

る。

・油をつけ過ぎると型の中

に溜まるので注意させる。

・水とセメントが完全に混

ざるまで、手でもむこと

を伝える。

・たたく時の力加減を指導

者が演示する。

・セメントの型や袋から溢

れないように注意する。

・セメントが少し固まって

きたら、磁石を押し込む

ように伝える。

・待っている間に、セメン

トについてのクイズをす

る。（使われている場所

やセメントの種類など）

・慎重に型から取り出すよ

うに指示する。この時、

軽くたたくと外しやすい

ことを伝える。

・作品にあった色をアクリ

ル絵の具で自由に塗らせ

る。

・ニスが床などに毀れない

ように注意する。

・セメント磁石を参加者相

互に鑑賞させる。
図2 3・4年用実習教材『ペーパーウェイト』の外観



４.３ 第5・6学年での題材の提案

小学校図画工作科の第5・6学年におけるセメント

を用いた実習教材を開発するにあたり、本教科・該当

学年の学習指導要領における「表現（2）」を学習する

ことを前提として提案する。その内容を以下に示す。

【5・6学年「A表現」】12）

（2）感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合い

たいことを絵や立体、工作に表す活動を通して、次

の事項を指導する。

ア 感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合

いたいことから、表したいことを見付けて表すこと。

イ 形や色、材料の特徴や構成の美しさなどの感じ、

用途などを考えながら、表し方を構想して表すこと。

ウ 表したいことに合わせて、材料や用具の特徴を

生かして使うとともに、表現に適した方法などを

組み合わせて表すこと。

この学年では、これまでの学習してきた表現方法や

材料の特徴を組み合わせ、新たな方法を考えるものづ

くりが求められる。そのためには、セメントと他の素

材を組み合わせ、それぞれの特徴を生かした新たな表

現方法を学べる実習教材が必要である。

これらのことから、本研究では第5・6学年用実習

教材として『カードクリップ』（図3）を提案する。

この実習教材は、セメントと針金を組み合わせたも

のである。ここでは時間の制約から型枠として紙コッ

プを用いたが、第3・4学年での『ペーパーウェイト』

のように、粘土で型枠を自由に作る活動と、針金細工

で造形を自由に作ることを併せて行うことができる。

このように、異なる二つの創造的な造形活動を行うこ

とで、図画工作科で求められている『基礎的な能力』

を高めることができると考える。また、セメントに着

色剤を混ぜ、色付けをする活動を通して、素材として

のセメントの有用性を学ぶことも期待できる。この教

材を用いた単位時間での学習指導案を、表3に示す。

４.４ セメントを用いた実習での留意点

ここでは、これまでに提案した実習教材を用いた学

習過程において、共通して留意すべきこととその対応

について示す。

「3.1素材としてのセメントの検討」で示したよう

に、セメントには以下に示すデメリットがある。
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表2 第3・4学年用実習教材『ペーパーウェイト』を

用いた単位時間での学習指導案

【準備物】セメント、アクリル絵の具、ニス、紙ヤスリ、

油、筆、油粘土、学習プリント、筆記用具、

プラ板、専用作業箱

【学習過程（45分）】

学 習 活 動 時間 指導者の働きかけと留意点

1． 本時の学習を

知る。

2．学習プリント

に作りたい絵を

描く。

3．絵の上に粘土

を置いて型枠を

作る。

4．袋にセメント

と水を入れ、混

ぜる。

5．流し込んだら、

型枠を軽くたた

き、中の泡を取

り除く。

6．固まるまで15

分ほど待つ。

7．油粘土の型枠

を取り外す。

8．やすりがけを

行い、色を塗る。

9．ニスを塗る。

2分

8分

3分

4分

3分

15分

2分

5分

3分

・簡単な製作の流れを実物

を見せながら説明する。

・複雑な形にすると欠けや

すくなることを伝える。

・できるだけ大きく絵を描

くことを伝える。

・粘土とプラ板を配る。

・粘土を用いた型の作り方

を説明する。

・油を塗ることで取り外し

が容易になることを伝える。

・油をつけ過ぎると型の中

に溜まるので注意させる。

・水とセメントが完全に混

ざるまで、手でもむこと

を伝える。

・たたく時の力加減を指導

者が演示する。

・セメントがこぼれないよ

うに注意する。

・待っている間は、セメン

トについてのクイズをす

る。（使われている場所

やセメントの種類など）

・慎重に油粘土から取るよ

うに指示する。この時、

軽くたたくと外しやすい

ことを伝える。

・作品にあった色をアクリ

ル絵の具で自由に塗らせ

る。

・ニスが床などに毀れない

ように注意する。

図3 第5・6学年用実習教材『カードクリップ』の外観



【デメリット】

① 粉末のため吸引する恐れがある。

② 化学反応中は弱アルカリ性のため取扱いに注意を

要する。

③ 固まるのに時間がかかる。

これらへの具体的な対応策を以下に示す。

①への対応として、セメントを混ぜる時に防塵マス

ク、安全メガネを着用させ、専用作業箱（図4）の中

でセメントと水を混ぜる作業を行なわせる。

②については、ゴム手袋を着用させる。

③の対応として、超速乾セメント（図5）を使用する。

普通ボルトランドセメントでは固まるのに24時間を必

要とするが、このセメントでは、ある程度固まるのに

15分間しか要しない。このことにより、単位時間での

授業（45分）内でセメントを用いたものづくりを行う

ことができる。さらに、白色セメントを用いることで

絵の具や着色剤（図6）で色を付けることができる。

一般的に、セメントと水を混ぜ合わせる作業では、

セメント：水＝5：2になるように配合する。『セメント

磁石』ではセメントを50グラム、『ペーパーウェイト』

ではセメント100グラム、『カードクリップ』ではセメ

ント50グラムと着色剤2グラムを混ぜたものを紙コッ
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表3 第5・6学年用実習教材『カードクリップ』を用

いた単位時間での学習指導案

【準備物】セメント、着色剤、ニス、ヤスリ、型枠、油、

筆、学習プリント、実物、ラジオペンチ、割箸、

針金

【学習過程（45分）】学 習 活 動 時間 指導者の働きかけと留意点

1．本時の学習を

知る。

2．セメントの色

を選ぶ。

3．学習プリント

に作りたい絵を

描く。

4．針金細工を行

う。

5．コップにセメ

ントと水を入れ、

混ぜる。

6．流し込んだら、

容器を軽くたた

き、中の泡を取

り除く。

7．針金細工をセ

メントに入れ、

固まるまで15分

ほど待つ。

8．容器から取り

外す。

2分

3分

3分

8分

3分

2分

15分

2分

・簡単な製作の流れを実物

を見せながら説明する。

・セメントは着色剤を使う

ことを伝える。あまり経

験のない作業のため、児

童は興味を示すと考えら

れる。

・針金細工で作りたい絵を

プリントに描くことを伝

える。

・難しい形は加工しにくい

ことを伝える。

・ラジオペンチの使い方を

説明する。

・針金同士を結ぶところは

少し難しいので、指導者

が支援する。

・水とセメントが完全に混

ざるまで、割箸でかき混

ぜることを伝える。

・たたく時の力加減を指導

者が演示する。

・セメントを溢さないに注

意する。

・セメントが少し固まってき

たら、針金を入れて待つ。

・待っている間に、セメン

トについてのクイズをす

る。（使われている場所、

セメントの種類など）

図4 セメントを用いた実習での専用作業箱

図5 超速乾セメント

図6 セメントの着色剤



プなどに入れ、ラップを被せて予め用意しておく。ま

た、『セメント磁石』と『ペーパーウェイト』では、ジッ

パー付きの袋に水とセメントを入れ、直に手で揉みな

がら混ぜる方法で行う。このことにより、セメントの

粉塵が外に出ることを防ぐとともに、セメントと水が

科学反応して暖かくなる感覚やサラサラのセメントが

段々硬くなることを体験させることができる。

５．ものづくり教室での題材の有効性の検討

５.１ アンケート調査の方法

開発した3つの題材の有効性を検討するために、素

材としてのセメントを用いたものづくり教室『わくわ

くセメント工作』を科学の祭典13）に出展した。この教

室に参加した子どもとその保護者を対象として、アン

ケート調査を行い、題材（提案した実習教材と構築し

た学習過程）について、その有効性を検証する。

参加した子どもへのアンケート調査での質問項目は

次に示す4問である。

【参加した子どもへの質問項目】

① 今日の工作は楽しかったですか？

② セメントで何か作りたいと思いますか？

③ セメント工作は難しかったですか？

④ セメントについてもっと知りたいと思いますか？

①はセメントを用いたものづくりへの興味・関心を、

②は意欲、③は難易度、④は知的好奇心を検討するも

のである。それぞれ回答は4件法で、その理由につい

ては自由記述で回答を求めた。

次に、保護者へのアンケート調査では、セメントを

用いたものづくり教育の有効性と実習教材の難易度を

4件法で、セメントを用いた造形活動の良い点と改善

点について自由記述で回答を求めた。

５.２ 参加者へのアンケート調査の結果と考察

ものづくり教室に参加し、アンケート調査に回答し

た子どもの学年構成を表4に示す。

本研究でのものづくり教室は、科学の祭典での出展

であることから、参加者に作る実習教材を強制できな

いため、学年に応じた教材を推奨するに止め、最終判

断は参加者に委ねることとした。そのため、それぞれ

の実習教材で想定した学年と異なる学年の参加者に対

しても実践を行った。

まず、各題材におけるアンケート調査での質問項目

の平均得点を、図7に示す。なお、ここでの平均得点

は、4件法での、「とても思う」を4点、「まあまあ思

う」を3点、「あまり思わない」を2点、「まったく思

わない」を1点として得点化したものを平均したもの

である。

興味・関心と意欲については、全ての題材において

高い得点が示された。このことから、開発した題材は

子どもの興味・関心、意欲を高めるのに効果があった

ものと考える。

次に、難易度ではそれぞれの実習教材で設定した学

年が上がるにつれて得点が高くなっている。このこと

は、各学年の実習教材を提案する際に、想定していた

難易度と概ね適合していることから、本研究での実習

教材の学年設定が適切であったと考える。

知的好奇心では、セメント磁石、カードクリップで

3点以上の比較的高い得点が示されたが、ペーパーウェ

イトではあまり高い得点は示されなかった。この理由

として、製作途中で生じた強度不足による破損などの

失敗が原因ではないかと考えられる。このことにより、

参加した子どもの知的好奇心が低下したのではないか

と推察される。この対応としては、セメントの量の調

整やセメントの中に針金を入れるなどの強度を補う工

夫が必要であることが課題として明らかになった。

次に、アンケート調査の各回答における自由記述を

題材ごとにまとめたものを、表5～表7に示す。

セメントを素材としたものづくり教育での題材の開発

―223―

表4 参加者の学年構成

校種・
学年

セメント磁石
ペーパー
ウェイト

カード
クリップ

幼稚園 3 2 3

小
学
校

1年 5 3 0

2年 5 2 0

3年 2 4 3

4年 6 3 2

5年 2 1 4

6年 1 1 7

合 計 24 16 16

図7 各題材におけるアンケート調査での

質問項目の平均得点

興興味味・・関関心心



①の自由記述での質問項目「どんなところが楽しかっ

たですか？」に対し、全ての題材においてセメントの

活動への好意的な回答を得ることができた。このこと

は、セメントを素材とした実習教材の可能性を示すも

のと考えられる。しかし、「水に粉を溶かす」や「セ

メントを固めるところ」など抽象的な記述が多く、セ

メントの活動のどこが楽しかったのかを具体的に調べ

る必要がある。例えば、水和反応によるセメントの温

度の変化や、サラサラのセメントが徐々に固まってい

く様子、感触の変化などセメントの特徴のどこに楽し

さを感じたのかを追究する必要がある。また、ペーパー

ウェイトでは、「全部自分で作った」という記述があっ

た。このことから、型枠から作ることで子どもがより

達成感を感じていることが分かる。カードクリップで

は、針金について興味を示す子どもが多かった。針金

細工とセメントを素材としたものづくりを融合するこ

とで、子どもの興味・関心をより良く高めることがで

きると考える。

次に、③の自由記述での質問項目「どこが難しかっ

たですか？」に対し、それぞれの題材において、セメ

ントでの造形活動における困難が具体的に示された。

これらは学校現場において授業を実践する際の課題に

なることから、今後具体的な対応を検討し、実習教材

並びに学習過程を改善していく必要がある。なお、今

回のものづくり教室では全ての参加者が作品を完成さ

せることができており、題材並びに活動での支援、教

具等が有効であったと思われる。

最後に、④の自由記述での質問項目「セメントにつ

いて何を知りたいですか？」に対し、セメントへの興

味・関心を示す記述が多く見られた。本研究でのもの

づくり教室を通して、先の4件法での回答と同様に、

子どもたちに高い興味・関心をもたせることができた

と考える。また、子どもの記述には「どんなところで

使われているのか」、「今後の使い道は」など、社会に
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表5「どんなところが楽しかったですか？」に対する

参加者の回答

題 材 参加者の回答（自由記述）

セメント磁石

・色ぬり

・セメントを流し込む

・クイズ

・セメントが固まるところ

・型から取るところ

・粉に水を入れるところ

ペーパー

ウェイト

・自由にできたこと

・色ぬり

・粘土で型を作るとこ

・クイズ

・水で粉を溶かす

・周りを削ったこと

・初めから全部自分でできた

カード

クリップ

・いろんな体験ができたところ

・針金を曲げるところ

・セメントを固めるところ

・紙カップを切るところ

・セメントクイズ

表6「どこが難しかったですか？」に対する参加者の

回答

題 材 参加者の回答（自由記述）

セメント磁石

・型に流し込むところ

・色ぬり

・固めるところ

・セメントを作るところ

・細かく塗るところ

・型から取るところ

・クイズ

・メガネをかけるところ

ペーパー

ウェイト

・固まらないように混ぜるところ

・型を作るところ

・削るところ

・型から取り外すところ

・粘土に入れるところ

・型を作るときにとんがらないように

するところ

カード

クリップ

・針金を曲げるところ

・動いて固まらない

・針金同士を結ぶところ

・セメントを紙コップから取る

・クリップをつけるところ

・ラジオペンチで針金を曲げるところ

表7「セメントについて何を知りたいですか？」に対

する参加者の回答

題 材 参加者の回答（自由記述）

セメント磁石

・クイズ以外のこと

・何でできているか

・セメントはどこで使われているか

・性質

・セメントの成分

・セメントの種類

・どんな化学反応が起こっているのか

・強度

ペーパー

ウェイト

・原料

・今後の使い道

・どうして固まるのに１ヶ月かかるの

か

・他に何が作れるか

カード

クリップ

・どんなところで使われているか

・どうして団まるのか

・どのように作られているのか



おけるセメント利用に目を向けている子どももおり、

セメントに関する発展的な学習が期待できる。なお、

セメントが固まる仕組みについては、クイズの中で解

説したが、アンケートから子どもたちには十分理解さ

れていないことが示された。このことから、説明の仕

方や教材をさらに検討する必要性がある。例えば、原

料などは、実物を提示したり、分かりにくい仕組みに

ついては模型や図解を用いて説明するなどの工夫・改

善が求められる。

５.３ 保護者用アンケート調査の結果と考察

保護者用のアンケート用紙での「セメントの有効性」

と「題材の難易度」の結果を図8に、セメントを用い

た造形活動の良い点と改善点を表8に示す。なお、こ

こでの平均得点は、4件法での、「とても思う」を4

点、「まあまあ思う」を3点、「あまり思わない」を2

点、「まったく思わない」を1点として得点化したも

のを平均したものである。

本研究で開発した題材の有効性では、全てのものに

おいて3点以上の高い得点が示された。このことから、

ものづくり教育において本研究で開発したセメントを

素材とした題材が、概ね保護者の視点からは、有効で

あったと考えられる。

題材の難易度については、全ての題材において3点

以上が示されており、実習教材を提案する際に想定し

た難易度の設定が、保護者の視点からも概ね適切であっ

たことが分かった。

セメントを用いた造形活動での良い点と改善点での

記述では、開発した題材への好意的な記述が多く見ら

れた。このことから、本研究で開発したセメントを素

材とした題材が、ものづくり教育において有効な題材

となる可能性が示されたものと考える。

６．おわりに

本研究では、セメントを素材としたものづくり教育

の有効性を検討することを目的として、小学校図画工

作科における実習教材を提案し、それを用いた単位時

間の学習過程を構築して、その教育的効果をものづく

り教室での実践により検証した。その結果、以下に示

す成果を得ることができた。

・素材としてのセメントを用いた実習教材を提案し、

それを用いた単位時間の学習過程を構築することが

できた。

・科学の祭典でのものづくり教室において、開発した

題材の有効性を検証することができた。

・開発した全ての題材において、参加した子どもの造

形活動への興味・関心と意欲が概ね高まることが分

かった。

・提案した実習教材の難易度が、想定した学年設定と

概ね適合していることが分かった。

・セメントを素材とした造形活動における具体的な課

題を明らかにすることができた。

・本研究で開発した題材は、ものづくり教育での題材

として、保護者から概ね好意的に受け入れられるこ

とが分かった。

また、問題点としては以下に示すことが明らかとなっ

た。

・ペーパーウェイトは強度不足から生じる破損などが

あり、金網を入れる等の対策が必要である。

・本研究で開発した題材では、セメントの性質や固ま

る仕組みについて、子どもたちは十分に理解させら

れていない。

・セメントを用いた造形活動で、子どもが楽しいと感

じる具体的な内容を明確にすることができていない。

なお、これらの成果と課題は、科学の祭典でのもの

セメントを素材としたものづくり教育での題材の開発
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図8 保護者アンケートでの各題材の平均得点

表8 セメントを素材とした題材の良い点と改善点

題 材 保護者の回答（自由記述）

セメント磁石

・学校の教材にしてほしい。

・普段できない体験がよい。

・低学年向きで合っている。

ペーパー

ウェイト

・セメントは紙とは水分のしみこみ方

が違う。

・型にこだわるけれど、楽しい。

・セメントの性質が分かって良い。

カード

クリップ

・普段気にもしないものがセメントで

できていると知って、興味がわく、

色々な刺激になる。

・学年のレベルにあっている。

・学習面で様々な配慮があり安心でき

た。



づくり教室でのものであり、実際の小学校での図画工

作科での教育実践等での検証を必要とする。

以上に示された本研究での課題を検討し、教材並び

に学習過程を改善して、学校現場において授業実践を

行い、さらにより良い題材としていくことを今後の課

題とする。

附 記

本論文は、中村友紀の作成した論文（2011年度三重大学

教育学部卒業論文）を基に、指導教育であった魚住明生がま

とめ直したものである。
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